
第203號（第18巻）

鱈謹

（昭和13年置3月號

昨1937年中の天瀬話題

6月89の皆舐日食　　之れは観測墜史あって地無の長時聞のレコ1ドで，太李

洋上では7分2秒のであったが，米國フランクリン大學Stockley博士と，同プ

リンストン大面のStewart博士とは，・・ワイからパナマへ向ふSteelmakerと

いふ船に乗り合はせたがため，實に7分6秒といふ室前の観測を行った．

　叉，此の日，米國のAlbert　W．　Stevens航室少佐はCharles　Disher大尉，

W．D．　Gray氏及びW．0．　Runcie氏（リマの鳥眞師）等とダグラス飛行機に

同乗して，南米ペル1國の海岸から遙か沖合に出で，25000択の高さでコロナ

の爲眞を撮影した．其の結果，コロナは太陽の直径の3倍に損がる球形の光で

あることを認め，Bergstrand（スヰ1デン智者），　Von　KIUber（一一の學者）爾

氏の論を立讃した．

　樹，此の同じ日食を，我が日本の由本博士等一行と，ペル1國サンマルコス

大玉のG．Garcla博士等一行とは，ぺ國のワンチャコ海岸で首尾よく観測し，

コロナの構造を記録した．

宇宙空間に駈ガス三見　　米國ヰルソン山天文壷のTheodore　Dunham博士は

恒星宇宙の大室間中に，中性のポタシウム・ガズや，カルシウム・ガスのはびこ

ってみることを，星のスペクトル研究によって磯見した．分光連星の如き恒星

のスペクトル中に電離カルシウム・ガスや，ナトリウム，チタニウム等のガス

線が静止の歌態にあることは，1904年に猫逸のJ．Hartm　ann博士が褒思した

以來，ひろく知れ，1930年頃から此の問題はヤiキ1ス天文毫のOtto　Struve

博士の研究によって，此等の稀薄な特殊ガスが，個々の星を取り霞むのでなし

に，むしろ廣V・室聞に籏がつてみることを確かめたのであったが，昨年に至り

此の室聞ガスに街ほ新しい種類が見つかったのである．一しかし，こんな種
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々のガスが宇宙二二に存在してみても，それでも尚ほ，星の室間は，入が作り

得る三三よりも，もっと稀薄なのである．物理學者が作る翼室では，まだ々々

星の光は三三されて了ふ．

　北極星附近に宇宙塵がある　米山ハ1ブiド大上天文毫のRebecca　Jolles女

史は，北極星附近の塞に一種の宇宙塵が横がつてみることを認めた・尤も此う

したことは，以前から詰る學者たちに多少とも豫想されてるたのであるが，

JQnes女史は星の色の研究によって之れを確誰したのであって，從って，從來

の北極星野の星の色彩や光度の観測を，改正する必要が起って來た・

　星團が聾を作る　　同じハ1ゾ1ド大島天文墓のJames　Cuffey博士は，三二

中の詰るものが，相互に引力で引き合って，恰も吾が太陽系の如く，群を作り，

軌道運動をやってみることを磯見した．帥ち，Messier　38番といふ星團は500

個の太陽を含むものであtp　1叉，　N、　G．　C．1907番とV・ふのは75個の太陽を含

むものであるが，相互のまはりを：6000000年の週期で公旧してみることが知れ

たのである．

　爆叢する星二つ　　昨年中に大爆磯をした星・帥ち“超新星”がこ二つあった．

一つは，爆撮して，我が太陽の500，000，000倍（EPち5億4音）の光りを放ったの

であるが，其の星の場所は北斗七星とア1クトウルス星との間に滴り，距離は

3，000，000光年の遠方であるため，勿論，眼に見えるものではなく，漸く強力な

天文爲眞機に撮影されたものであった・

　今t－iっは，ペルセ座中に三つかつかった“超新星”で，距離は更に遠く，實

に7，000，000光年であった．今日までに知られてみる新星は約150，内“超新星”

は15ケである．

　二つ共に，米國カリフォル＝ヤ州南部のパロマi山天文毫で，F．　Zwicky博

士が磯見したものである．一因みに，此のパロマ1山とは，將來，かの有名な

“200吋”の大反射望遠鏡が据え付けられる筈め二丈豪で，藪年前から既に準備

的の槻測が行はれてるるのである・今までの“ヰルソン山”以上に，今後は“パ

ロマ1山”が世界的に有名となるだろう・

　業磯見の彗星かずk々　　最初の．1937a彗星は，珍らしV・ダニエル星の1909年

高畠の島国で，我が日本の清水眞一氏が1月31日に爲眞で高見したものである・
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　次ぎの1937b彗星は，二心ノ・｝ヅ1ド大話天文毫のFred　L．　WhipPle助教

授が，2月工4日に，約1週聞前の為眞板上から獲見したものである．

　1935年には米國のL．C．　Peltier氏と，ポ1ランド國のヰルク氏とが，期せ

ずして同時に同一の新彗星を磯見し，其の星は“ペルテヤ・ヰルク彗星”と呼

ばれたことがある．1937年にも叉，此の2人は同様に一・新彗星。を獲見した．

　4月30日にはハ1ヅ1ド大話のL．E．　Cunningham博士が，　Grig9－Skjellerup

彗星の麟來dを獲見した．此の星は週期5年のもので，最初は，1902年にGri99

氏が三見し，其の後20乱して，濠洲メルボン市のJ．F．　Skjellerup氏オ§1922年

5月6日に天上で捕獲したものであった．今回は英國のP．J．　Harris，　W．　P．

Henderson爾氏の軌道計算により其の位置はほ山口られてるたも’のであった・

　4月6日に，濠洲ニウ・サウス・エ1ルスのシド＝1市に住むWalter　Frederick

GaIe氏が私設の天文嘉で一彗星1937eを獲証したが，不幸にして之れは，まも

なく行方不明となった．

　7月4日にスヰス國チウリヒ市のP．Finsler博士は，アルゴル星の近くにボ

ンヤリした一天禮を忌忌し，3日後に之れは彗星1937fであることを知った・

此の星は8月9日頃に，地球へ90，000，000キロの距離に接近し肉眼にも見えた・

尾が2っあり，一iつは30，000，000キロ，他は其の十分ノー程度であった．

　8月4日には，米國ヰルソン山天文毫のEdwin　P，　Hubble博士が“水瓶座”

中に一新彗星1937gを磯見した．回れは，かの有名な“三二”大反射鏡で三見さ

れた最初の彗星で，既に1936年の11月20日目近日勲を通過したものであζが，

此の1937年10月には地球から5億キロの距離となり，年末12月には7億キロに遠

ざかった．

　1937h彗星は，エンヶの彗星が其の第40回の出現をしたもので，9月3日に二

面リク天文墓のH．M．　Jeffers博士がクロスリ反射鏡で彊止した．

　珍らしい小遊星ヘルメスの豪富　義心のハイデルペルビ弓丈皇にみるK・Rein－

muth氏は，10月28日目非常に速度の速い一一新小遊星1937　UBを稜擁した．之

れは，軌道計算の結果，エロス以上に小さV・楕圓軌道を持つものであり，術ぼ

10月30日には，地球へ，580，000キnに迄，接近した稀代の天禮であることが知

れた．
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　エPスの目高　　第433番の小遊星“エロス”は，1898年に晶晶されて以來，

1901年にも，1931年にも極めて近く地球に接近し，筒ほ，光度が急激に攣動ず

る星として有名な星であるが，1931年の時，京都花山の中村要氏や，南阿ケ1

プ天文豪のFinsen氏が此の星を忘形のものと見つけた歴史がある．昨1937年

中，米國ハ1ゾ1ド天文壼のFletcher　Watson氏は，研究の結果，此のエロ

ス星の形が，全く不規則形の一岩塊に過ぎす，しかも，其の自韓が地球や火星

などの逆であることが知れた・それで，此の星から見てみると，太陽は毎日西

から出て，東に没するわけである．

　ウトソン氏の計算では1此のエuス星は，長さ35粁，幅11粁である．叉，暗

潮ま643日，地球への距離は23，000，000粁にもなる．

　巨大な一新銀河蝿叩さる　昔と違って，今，吾々が“銀河”と言へば，聖旨に

幾つもあって，中には，吾が“天の河”を100ヶも集めだほど偉きV・ものさへ

あることを知ってみる．ところが，昨年の春，米國ハープ1ド大助天文毫で叢

見された‘‘亘大銀河”Metagalactic　cloudといふのは，其のうち最大のもので

ある．

　吾が“天の河”は富加レンズ形のものであるが，此の尊大銀河は，長さ50，0

00，000光年，幅20，000，000光年である．しかし，吾々からの距離が100，000，000

光年もあるので，大望遠鏡でなければ，見えない．シヤプリ1博士の言ふ所で

は，この亘大銀河の研究によって，アインスタイン氏の相似原理の眞理が一箪

明確に確められるだろう．

　地球大内申にHO5　米弓馬1エル天丈壼のAr亡hur　Adel，　C．0．　Lamp！and

爾博士の研究によれば，地球の表面から10乃至25哩の高さにはNO5が存在す

るが，其の稀薄さはアルゴン，クセノン，クリプbン，ヘリウムの何れよりも

遙かに稀薄であるといふ・

第87番の新元素　佛國パリに住むルマニヤの物理學者H・ria　Hulubei：氏は

第87番目の新元素を獲見し，それを（‘Moldavium”と命名した．

先年，tうした第87番元素を米國Cornell大憲のPapish，　Wainer爾博士が

磯見したと，世間に宣傳されたことがあったが，まもなく，カリフオ＝ヤ工學

院のF．R．　Hirsh博：士が此れを：否定した．こんどは此のHirsh博士が前記

Hulubei氏の二見を紹介したのである．


